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道
は
、
国
の
方
針
に
従
っ
て
平

成
20
年
か
ら
消
防
広
域
化
を

進
め
て
き
た
が
、
富
良
野
広
域
連
合
な

ど
２
カ
所
し
か
広
域
化
が
進
ん
で
い
な

い
。
平
成
25
年
の
第
二
次
広
域
化
推
進

計
画
で
は
、
広
域
化
が
進
ま
な
い
理
由

と
し
て
、
本
道
の
場
合
、
管
轄
面
積
が

広
大
な
た
め
、
初
動
の
出
動
体
制
の
増

強
、
現
場
到
着
時
間
短
縮
、
人
的
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
め
な
い
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。

　

十
勝
の
面
積
は
１
０
８
３
１
㎢
で
秋

田
県
（
約
１
１
６
３
６
㎢
）
岐
阜
県
（
約

１
０
６
２
１
㎢
）
に
匹
敵
し
、
広
す
ぎ

て
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
い
だ
せ
な

い
典
型
的
な
地
域
と
い
え
る
。

(1)
生
活
の
安
全
・
安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

で
あ
る
消
防
の
広
域
化
を
住
民
説
明
も

せ
ず
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
説
明
を

尽
く
す
べ
き
だ
。

(2)
合
併
後
５
年
間
は
現
状
を
維
持
す
る

と
し
て
い
る
が
、
最
も
重
要
な
「
自
賄

い
方
式
」
は
そ
の
後
も
解
消
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。

(3)
忠
類
支
署
は
最
初
に
閉
鎖
の
対
象
に

な
る
。
閉
鎖
さ
れ
な
い
保
証
は
あ
る
の
か
。

(4)
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
広
域
化
は
中
止
す

べ
き
だ
。(1)

十
勝
圏
広
域
消
防
運
営
計

画
（
素
案
）
に
つ
い
て
は
、
25
年
12
月

定
例
会
中
の
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

報
告
し
、
自
賄
い
方
式
解
消
へ
の
懸
念

や
広
域
化
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
応
答
を
し
た
。

　

ま
た
、
広
報
１
月
号
で
十
勝
圏
複
合

事
務
組
合
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
実
施
の
周
知
の
際
に
、
広
域
化
の
基

本
的
な
考
え
方
や
そ
の
方
法
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
計
画
の
概
要
を
掲
載

し
た
が
、
今
後
も
計
画
概
要
を
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
用
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
住
民
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

(2)
自
賄
い
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
広
域

化
後
５
年
を
目
標
に
、
給
料
表
の
統
一

や
広
域
人
事
異
動
を
実
施
す
る
な
ど
の

効
率
化
を
図
り
、
人
員
、
車
両
、
水
利

な
ど
は
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
生
か
せ
る
よ
う
今
後
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

(3)
平
成
25
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
「
市

町
村
の
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本

指
針
」
に
は
、
広
域
化
に
よ
り
消
防
力

が
低
下
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
広
域
化
後
５

年
を
目
標
と
し
て
作
成
さ
れ
る
「
消
防

力
の
整
備
指
針
」
で
は
、
現
行
の
施
設
、

車
両
、
出
動
態
勢
を
維
持
す
る
水
準
を

設
定
す
る
も
の
と
な
り
、
地
域
の
消
防

力
に
つ
い
て
は
維
持
し
て
い
く
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

(4)
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
に
当

た
り
、
十
勝
圏
で
の
共
同
設
置
と
19

市
町
村
単
位
で
整
備
し
た
場
合
の
比

較
検
討
に
よ
る
と
、
整
備
費
で
約

13
億
９
０
０
０
万
円
、
広
域
化
後
10
年

間
の
保
守
運
用
費
用
を
合
わ
せ
る
と
約

16
億
円
の
削
減
効
果
と
の
報
告
が
あ
る
。

通
信
指
令
業
務
を
一
元
化
し
、
指
揮
命

令
系
統
の
統
一
や
指
令
業
務
の
一
元
化

を
図
る
高
機
能
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備

は
、
直
近
署
所
か
ら
の
出
動
や
携
帯
電

話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
に
係
る
転
送

回
避
に
よ
る
現
場
到
着
時
間
の
短
縮
の

ほ
か
、
大
規
模
災
害
等
に
対
す
る
初
動

出
動
態
勢
と
通
信
員
の
効
率
化
に
よ
る

現
場
出
動
員
の
増
強
な
ど
大
き
な
効
果

を
発
揮
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
消
防

団
や
自
主
防
災
組
織
が
最
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。
広
大
な
十
勝
を
一
つ

の
司
令
塔
に
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
消

防
力
と
の
結
び
つ
き
を
弱
め
る
こ
と
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
進
め
ら
れ
て
い

る
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
切
り
離
し
て
、

消
防
の
広
域
化
は
中
止
を
。

地
域
の
消
防
署
あ
る
い
は
消
防
団

さ
ら
に
は
自
主
防
災
組
織
、
そ
れ
ら
は

広
域
化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
何
ら
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
。
幕
別
消
防
署
も
忠

類
の
消
防
署
も
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
署
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団
は
今
の
ま

ま
残
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
と
の
か

か
わ
り
、
連
帯
意
識
が
そ
が
れ
る
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
に
は
結
び
つ
か
な
い
。

増田　武夫
　　　　　　　議員
（日本共産党
　幕別町議員団）

答問
「
消
防
力
の
充
実
強
化
」「
財
政
負
担
の
軽
減
」

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
推
進
し
て
い
き
た
い

十
勝
を
一
つ
に
す
る
消
防
広
域
化
の
中
止
を

問

再

質

問

答

町
　
長

幕別消防団による出初式


